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１．はじめに

富士川河口断層帯は，静岡県東部の富士川河口か

ら富士山南西麓にかけて，南北に延びる全長 20 km
以上に達する活断層帯である（活断層研究会，1991）
（第 1 図）．本断層帯は，並走する 2 列の断層群から

構成され，東の列は南から入
い り や ま せ

山瀬断層，大宮断層，

安
あ ご や ま

居山断層，また西の列は南から入山断層，芝川断

層からなり，それぞれ東側の富士宮・岳南低地，中

央の羽
は ぶ な

鮒・星山・蒲原丘陵および西側の浜石岳・天

子山地などの山地群の地形境界をなす（例えば，山崎，
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Abstract: Paleoseismological investigations including trenching and arrayed boreholes were conducted 
across the Fujikawa-kako fault zone in order to better assess the timing and style of near-surface 
Holocene deformation. The >20-km-long Fujikawa-kako fault zone is composed of two sub-parallel 
active fault groups, western and eastern ones; the western group comprising the Shibakawa and Iriyama 
faults separates the mountainous area to the west and the hilly land to the east; the eastern group 
consisting of the Agoyama, Omiya, and Iriyamase faults forms topographic boundary between the hilly 
land to the west and alluvial lowland to the east. The fault zone exhibits geomorphic evidence of late 
Quaternary surface deformation, including topographic scarps across late Pleistocene mudflows and 
Holocene lava flows. Surficial mapping and compilation of borehole data across the Agoyama fault at 
Aomi, Fujinomiya-City, complimented with whole-rock chemical analysis suggest that an upper surface 
of the early Holocene Aomi lava flow derived from Mt. Fuji is warped into east-facing monoclinal 
deformation with 58 m of vertical separation, yielding a vertical component of slip rate of 5.1-6.4 mm/
yr. Two trenches (Aomi-minami and Aomi-kita) excavated across the subdued small east-facing steps on 
the warped upper surface of the lava flow reveal episodic growth of the monoclinal deformation after 
emplacement of the Aomi lava flow. Based on the structural observations of the trenches, at least one 
event (possibly more than two events) related with growth of the monoclinal deformation were identified 
since ca. 3 ka. Arrayed boreholes at Asahi-cho, Fuji-City across the scarp that has been inferred as the 
surface manifestation of the Iriyamase fault show no distinct faults with cumulative displacement in the 
late Holocene fluvial and colluvial deposits. We interpret that the scarp is formed by river erosion of Fuji 
and/or Urui Rivers. On the basis of gentle southeastward inclination of the late Pleistocene mudflows, it 
is inferred that the Iriyamase fault at Asahi-cho is either located further southeast from the area of 
boreholes or defined by southeast-facing monoclinal fold at shallow depth. Trenching at Hagyo, 
Shibakawa-Town across the scarp that have been interpreted as subsidiary fault of the Shibakawa fault 
exposed mainly late Pleistocene? to Holocene scoria and lapilli layers. Although numerous cracks with 
various dips were developed in the late Pleistocene? scoria and lapilli layer, firm evidence for 
paleoearthquakes such as distinct faults and colluvial wedges were not found.
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1979，1984；活断層研究会，1991；Yamazaki, 1992）（第

1 図）．

本断層帯はフィリピン海プレートが沈み込む駿河

トラフの陸上延長部に位置し，同プレートと西南日

本を乗せる陸側プレートとの境界をなす断層帯の一

部とみなされている（例えば，山崎，1979；地震調

査研究推進本部地震調査委員会，1998）．
富士川河口断層帯の平均変位速度は，断層両側に

分布する古富士泥流や新富士溶岩流などの後期更新

世以降の地層や地形面の食い違いから，上下成分に

関して東列の入山瀬断層で 7  m ／千年，大宮断層で



丸山　正・齋藤　勝

130

富士川河口断層帯の古地震調査

7 m ／千年，安居山断層で 6 m ／千年，西列の芝川断

層で 2 m ／千年，入山断層で 0.25 m ／千年以上と推

定されており，東列の断層群は日本の陸域活断層の

中では最大級の活動度を有するとされている（山崎，

1979，1984；杉山・下川，1988；活断層研究会，

1991；Yamazaki, 1992；静岡県総務部地震対策課，

1996；下川ほか，1996a, b，1998）．
このような高い活動度で特徴付けられる本断層帯

の活動履歴を解明することは，静岡県東部地域にお

ける地震発生ポテンシャルを評価する上で重要であ

るのみならず，新幹線や東海道本線などの主要鉄道

のほか東名高速道路や国道 1 号線などの主要道路が

本断層帯を横切っていることから，物流をはじめと

する経済的なインパクトを評価する上でも重要であ

る．1995 年から 1998 年にかけて，通商産業省工業

技術院地質調査所および静岡県総務部地震対策課を

中心として古地震履歴の解明を目的とした調査が実

施されてきた（静岡県総務部地震対策課，1996；下

川ほか，1996a，1996b，1998；山崎ほか，1998）．そ

れらによると，本断層帯は，平均活動間隔が千数百年，

最新活動時期が千年以上前とされている．地震調査

研究推進本部地震調査委員会（1998）では，これら

の結果を踏まえて，本断層帯の長期的な地震発生の

可能性について，次回の活動では，“ 地震時の変位

量が 7 m 程度またはそれ以上，地震の規模でいうと

マグニチュード 8 程度，震源域は駿河湾内にまで及

ぶと考えられる．また，その時期は今後数百年以内

の比較的近い将来である可能性がある ” としている．

さらに，古地震履歴に基づき，今後 30 年間に活動す

る確率が 0.1～11.2% と試算されている（対数正規分

布を仮定し，標準偏差を 0.23 とした場合）．その後，

下川ほか（1999），Yamazaki et al.（2002）により本

断層帯を対象とした off-fault 古地震調査が進められ，

最新活動時期などに関する新たな成果が報告されて

いる．しかしながら，これまで評価に用いられてき

た古地震情報は，主として断層崖沿いの斜面崩壊発

生時期や断層上盤側（隆起側）での段丘面の形成時

期および下盤側（低下側）での急激な堆積環境の変

化の時期などを富士川河口断層帯の活動と結びつけ

て活動性を考察した間接的なものであり，断層本体

を直接調査したものは少ない．断層崖の崩壊や沿岸

域での堆積環境の変化などは，豪雨や高潮などといっ

た断層運動以外の要因でも起こりうるし，地殻変動

も駿河トラフ沿いなどの周辺の断層活動に伴って生

じる可能性も否定できない．

このような状況から，地震調査研究推進本部地震

調査委員会（1998）でも指摘されているように，本

断層帯の活断層調査資料は質，量ともに十分である

とはいえないと考えられる．より信頼性の高い活動

評価を行うためには，トレンチやボーリング掘削調

査を中心とした調査により断層本体の活動履歴を確

認した上で，上記のような間接的情報を結び合わせ

て，総合的に活動性の評価を行うことが望ましい．

そこで，富士川河口断層帯について，これまで十分

に解明されているとはいえない活動履歴を明らかに

することを目的として，断層周辺の群列ボーリング

およびトレンチ掘削調査を実施した（第 1 図）．

２．調査結果

群列ボーリングおよびトレンチ掘削調査に先立

ち，本断層帯の活動性に関する既存文献の検討，断

層帯全域の地形判読および野外地形地質概査を行い，

活動性の概要を把握した上で，調査候補地点の選定

を行った．本調査では，候補地点のうち調査許可が

得られた安居山断層沿いの富士宮市青見地区（群列

ボーリング調査 1 測線，トレンチ掘削調査 2 箇所），

入山瀬断層沿いの富士市旭町地区（群列ボーリング

調査 1 測線）および芝川断層沿いの芝川町羽行地区

（トレンチ掘削調査 1 箇所）を調査対象とした（第 1
図）．以下，各地点の調査結果を報告する．

2.1 青見地区

2.1.1 青見地区の地形・地質概要

安居山断層は，後期更新世に古富士火山からもた

らされた古富士泥流堆積物から構成される羽鮒丘陵

の東縁（潤井川低地西縁）に沿ってほぼ南北に延び

る全長 11 km の活断層である（活断層研究会，1991）
（第 1，2 図）．変動地形学的特徴に基づき，本断層は

西に傾斜する逆断層であると推定されている（山崎，

1979，1984； 山 崎 ほ か，1981，1986；Yamazaki, 
1992）．本断層の地表付近の変形に関しては，大縮尺

の空中写真判読に基づき，調査地区を含む安居山断

層南区間は羽鮒丘陵と潤井川低地との地形境界に位

置する活撓曲として認定されている（中田ほか，

2000；中田・今泉編，2002）．
富士宮市大中里区青見周辺には，新富士火山から

噴出した溶岩流が本断層を横切って分布しており，

それらが断層により変位していることが報告されて

いる（例えば，今村，1939；山崎ほか，1986；下川

ほか，1998）．これまで，これらの溶岩流を変位基準

として本断層の平均上下変位速度が検討されている．

山崎ほか（1986）は，本調査地区のうち後述する青

見南地区付近において，断層の東側（低下側）でボー

リング調査を実施し，地下に分布する 2 枚の溶岩流

のうちの 1 枚を断層西側で地表に露出する溶岩流

（SSW-3：万野風穴溶岩流；津屋，1940；地質調査所，

1988）に対比して，その分布高度差（断層による落

差と推定）と推定噴出年代から完新世における本断

層の上下方向の平均変位速度（以後，平均上下変位

速度とよぶ）を 4～5 m ／千年と見積もった（山崎ほ

か，1986； Yamazaki，1992）．この値は山崎ほか（1986）
により報告された古富士泥流基底面の分布高度差か

ら推定される過去約 8 万年前以降の平均上下変位速
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度（5 m+ ／千年）とほぼ同じである．さらに，下川

ほか（1998）は，後述する青見北地区付近で，反射

法地震探査などに基づき推定された断層線を横切る

3 本のボーリングを実施し，断層の東側（低下側）

で地表下に分布する 3 枚の溶岩流のうちの 1 枚を断

層西側で地表に露出する溶岩流（SSW-3）と対比して，

その高度差（断層による落差）と溶岩の推定噴出年

代から本断層の平均上下変位速度を約 6 m ／千年と

見積もった．

なお，本断層の古地震履歴に関する具体的なデー

タはこれまで得られていない．

2.1.2 青見地区の安居山断層の性状

2.1.1 で述べたように，安居山断層の平均変位速度

は，主として新富士溶岩流のうちの万野風穴溶岩流

の分布高度差に基づいて見積もられている．しかし

ながら，これまでの研究では，断層東側に広がる潤

井川低地下に分布する複数枚の溶岩流のうちの 1 枚

を断層西側の地表に露出する万野風穴溶岩流と対比

した根拠が十分に述べられているとは言い難い．調

査地区周辺に分布する溶岩流は，いずれも主として

斜長石とかんらん石を斑晶鉱物とする多孔質玄武岩

質溶岩流であり（例えば，山元ほか，2007），肉眼あ

るいは鏡下での観察からだけでは溶岩の同定・対比

は困難である．さらに，山元ほか（2007）による富

士山南西山麓に分布する溶岩流の区分についての最

新成果によると，従来青見周辺の断層西側で地表に

分布する万野風穴溶岩流とされる溶岩流は，万野風

穴（富士宮市）に模式的に分布する溶岩流とは化学

組成に顕著な違いがあることなどから，異なる溶岩

流と判断され，新たに青見溶岩流と命名されている．

さらに，潤井川低地下でこれまで報告されている地

下地質資料が少なく，断層東側の潤井川低地下に広

がる溶岩流の分布が十分把握されていない．そのた

め，断層の位置や浅部における断層の形状の実態が

不明であった．これらの理由から，断層両側に分布

する溶岩流の対比に基づく変位量の見積りには全面

的な見直しが迫られるようになった．

山元ほか（2007）によると，青見溶岩流は，青見

周辺に分布するほかの溶岩流（例えば，万野溶岩流，

外神溶岩流，馬見塚溶岩流）に比べ，TiO2 と K2O の

含有量が多く，Al2O3 および MgO の含有量が少ない，

という化学組成に特徴があり，これらに注目するこ

とで従来よりも信頼度の高い溶岩流の対比を行うこ

とができると考えられる．

そこで，本調査では，調査地区周辺の溶岩流の分

布を把握し，溶岩流の同定・対比を行った上で，断

層による変形量（変位量）を見積もることを目的と

して，次のような調査を実施した（第 2～5 図）．まず．

溶岩流が地表に露出する丘陵東斜面では地表踏査と

群列ボーリング調査を実施して溶岩流の分布や岩相，

厚さなどを検討した（群列ボーリング調査の詳細は

後述）．一方，溶岩流が潤井川低地下に分布する平野

地下に関しては，富士宮市や周辺企業により実施さ

れたボーリング資料（大手開発，1983；富士宮市，

1987；富士宮市役所，1992，1993；富士宮市役所土

木課，1982；富士フィルム株式会社富士宮工場提供

資料など）を収集し，溶岩流の分布，連続性や厚さ

について検討した．次に，溶岩流の同定・対比を行

うため，本研究で実施した丘陵東斜面の群列ボーリ

ングで採取された溶岩試料および沖積面下に分布す

る既存ボーリングのうち，現存する溶岩試料につい

て全岩化学分析を行った．さらに，本研究で実施し

た群列ボーリング孔からは，溶岩直下の土壌が溶岩

流の熱により炭化したと見られる黒色土壌や溶岩流

を覆う腐植質シルト・粘土が採取された．これらは

本地区における青見溶岩流上面の形成時期に制約を

与えると考えられることから，それぞれ
14C 年代測

定を実施した（第 1 表）．なお，溶岩試料の全岩化学

分析はパリノ・サーヴェイ株式会社に，炭質物試料

の
14C 年代測定は株式会社加速器分析研究所に依頼

した．

以上の調査に基づき，青見地区に分布する溶岩流

上面の等高線図および安居山断層を横切る地質断面

図を作成した（第 2，3 図）．断面の測線は，1）丘陵

東斜面の地表で青見溶岩流が分布しており，また，2）
後述する青見南トレンチを横切り，かつ，3）ボーリ

ング資料が豊富に得られた第 2 図 A-A’ および B-B’
とした．測線方向は，調査地区周辺の撓曲崖の一般

走向（N15˚W）と直交する N75˚E に設定した．断面

図の作成に当たっては，測線 A-A’ から 300 m 以内に

分布するボーリング資料を用い，それらを測線上に

投影した．

溶岩流の全岩化学組成は，本研究により実施した

ボーリングで確認された溶岩流の上面付近の 10 試料

（H18Ao-1 の 標 高 141.2 m，138.2 m，133.2 m，

H18Ao-2 の標高 135.9 m，131.4 m，Ao-3 孔の標高

134.6 m，129.1 m，H18Ao-6 の 標 高 171.2 m，

168.7 m）および富士フィルム株式会社富士宮工場か

ら提供を受けた 3BN 孔に分布する溶岩流の最上部標

高（125.8 m）の 1 試料の計 11 試料に対して実施した．

また，GSJ302.8 に分布する溶岩流の最上部（標高

115.1 m）における全岩化学組成分析結果が大手開発

株式会社（1983）に報告されており，その値も溶岩

流の対比に用いた（孔名は第 2，3 図に示す）．これ

らの全岩化学組成分析結果を第 2 表に示す．また，

上述した青見溶岩流を同定・対比する上で注目する

成分の分析結果を第 4 図にまとめた．第 2 表と第 4
図には参考値として，山元ほか（2007）による調査

地区周辺に分布する青見溶岩流以外の溶岩流の全岩

化学組成の結果も示している．これらの図表から，

今回分析に供した試料は，いずれも青見溶岩流の特

徴と一致し，万野溶岩流，外神溶岩流，馬見塚溶岩

流とは異なっていることが示される．
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今回の全岩化学分析の検討により青見溶岩流に対

比された試料はいずれも測線上に分布する溶岩流の

上面付近で採取されたものである．溶岩流上面は一

部凹凸が見られるものの全体的にはなめらかにつな

がる．このことから，測線における溶岩流上面は青

見溶岩流からなると判断される．また，青見溶岩流

は流動性に富む玄武岩質溶岩流であり，調査地区周

辺では縄状構造などの組織が認められ，流動性を保

ちながら流下してきたことが示唆される．加えて，

青見溶岩流の分布の西端は羽鮒丘陵東斜面中腹の標

高 170～180 m 付近に認められるが，そこでは，溶岩

流上面は幅約 20～50 m にわたって平坦面を保存して

いる．これらから，調査地域の青見溶岩流上面は本

来ほぼ平坦に分布し，その後の西側上がりの断層運

動によって，後述するように撓曲状の変形を受けた

と推定される．したがって，青見溶岩流上面は断層

変位基準として採用できるものと判断した．

この青見溶岩流からなると判断される溶岩流上面

の分布をみると，従来活断層（活撓曲）が認定・図

示されている羽鮒丘陵東斜面基部付近を含む測線内

において，溶岩流に明瞭な食い違いを与える断層は

認められず，むしろ幅広い撓曲状の変形で特徴付け

られる（第 2，3 図）．測線付近の青見溶岩流は，羽

鮒丘陵東斜面中腹にあたる標高 172 m 付近を分布の

西端としている．そこでは，幅約 25～50 m の狭い平

坦面を保存しており，そこから緩やかに上に凸の断

面形状を示しながら丘陵東斜面沿いに 15˚ 程度で東

傾斜した後，沖積面下に埋没する．断面図によると，

沖積面下に埋没する溶岩流は，幅 300 m 以上にわたっ

て 1˚～5˚ 程度で東に緩く傾斜し，丘陵東斜面基部か

ら約 370 m 東方で溶岩流の上面深度が最も深くなる．

それ以東では溶岩流上面が西傾斜 0.5～2˚ に変化す

る．青見溶岩流は富士山から噴出した溶岩流である

（山元ほか，2007）ことから，本来西あるいは南西方

向に流下したものと考えられる．したがって，東傾

斜の区間は溶岩流下以降の安居山断層による活動に

伴う西側上がりの撓曲状の変形を受けているものと

推定される．断面図上で溶岩流上面の傾斜が西から

東へ変化する地点から丘陵東斜面中腹の平坦面まで

の幅は約 470 m である．ただし，平野下に分布する

溶岩流上面の等高線図によると，丘陵東斜面中腹の

平坦面から東に約 300 m～500 m の区間は幅広い浅い

谷状地形を呈し，その延びはほぼ南北である（第 2
図）．このような等高線の特徴は，この区間がかつて

の潤井川の流路に位置し，溶岩流が浅い溝状に浸食

された可能性も否定できない．したがって，青見溶

岩流流下後の変形帯の幅は少なくとも 300 m 以上で

あると推定される（第 2，3 図）．

安居山断層の影響を受けていないと考えられる潤

井川以東の溶岩流上面の西傾斜（0.5˚）を断層西側

の平坦面まで外挿して見積もられる溶岩流上面の高

度差は約 58 m である（第 3 図）．すなわち，青見溶

岩流流下後の安居山断層の活動に伴う上下方向の変

位量は約 58 m となる．ただし，一般に溶岩流上面は

溶岩堤防やクリンカーの発達や溶岩トンネルの崩壊

などにより数 m 程度の凹凸を有することが知られて

いる．したがって，断層運動による溶岩流上面の上

下変位量の見積りには，それ以外を要因とする起伏

（溶岩流流下時の初生的な起伏等）が含まれている可

能性もある．溶岩流流下時の初生的な起伏を復元す

ることは困難なため，ここで見積もられた上下変位

量には数 m 程度の誤差があると考えられる．

青見溶岩流により焼かれたとみられる炭化した土

壌が H18Ao-6 の溶岩流直下の深度 8.8 m で採取され

た（第 5 図）．その
14C 年代として 9,830±40 yBP（ 13C

を補正した値，以下同じ）が得られた（第 1 表）．一

方，青見溶岩流を覆って分布する腐植質シルト・粘

土が H18Ao-2 の深度 4.5 m で確認され（第 5 図），そ

の
14C 年代として 8,230±40 yBP が得られた（第 1 表）．

このことから，調査地区周辺の青見溶岩流の上面の

形成時期は，9,830±40 yBP より後で 8,230±40 yBP よ

り前と考えられる．

およそ 9,830±40 yBP（11,190～11,310 cal yBP）～

8,230±40 yBP（9,030～9,400 cal yBP）に形成された

溶岩流上面が 58 m 程度の上下変位をしていることか

ら，過去約 1 万年間の平均上下変位速度は，約 5.1～
6.4 m ／千年となる．なお，上述したように溶岩流の

上下変位量の見積りに ±5 m 程度の初生的な凹凸の影

響を考慮すると，見積もられる上下変位速度はさら

に ±10% 程度の不確かさが生じることになる．本調

査により見積もられた平均上下変位速度は，結果と

しては山崎ほか（1986）や下川ほか（1998）とほぼ

同様の値であるが，溶岩流の対比を確実にしたこと

により，従来よりも信頼性の高い見積りができたも

のと考えられる．

なお，青見溶岩流の下位に分布する古富士泥流堆

積物の変形の特徴を解明することは，古富士泥流堆

積後，青見溶岩流をはじめとする完新世溶岩流の流

下前の断層活動性を評価する上で重要になるが，今

回の調査では，古富士泥流まで到達したボーリング

孔が 1 点（H18Ao-6）しかないこと，断層の東側で

古富士泥流に到達している既存ボーリング資料がわ

ずかしかないため，本調査では検討しないこととす

る．

2.1.3 青見南地区

2.1.3.1 群列ボーリング調査結果

青見南地区では，青見溶岩流上面には明瞭な断層

は認められず，むしろ幅広い撓曲変形をしている可

能性が高いことが示された（2.1.2）（第 3 図）．しか

しながら，断面図を詳しく検討すると，変形帯の溶

岩流上面は一様に東傾斜しているわけではなく，狭

い範囲で傾斜が急変するキンク状の折れ曲がり部分

が存在することが読み取れる（第 3 図）．そこでは安
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地層に折れ曲がりやそれに関連する断層などによる

変形が記録されている可能性が高いと考えられる．

地表踏査と既存ボーリング資料を検討した結果，

折れ曲がり部は複数存在するものの，最も顕著な折

れ曲がり部分の一つが，従来安居山断層として認定

されている丘陵東斜面基部付近にあたる可能性があ

ると推定された．そこで，青見溶岩流の分布を把握

した上で，折れ曲がり部分の位置を特定し，そこで

トレンチ掘削調査を実施することを目的として，丘

陵東斜面基部付近を横切る測線上において，

H18Ao-1（以下 Ao-1，他の孔も同じ）（掘削深度

3 0  m），H 1 8 A o - 2（2 0  m），H 1 8 A o - 3（2 0  m），

H18Ao-4（20 m），H18Ao-5（20 m），H18Ao-6（20 m）

の 6 地点でボーリング孔を掘削し，ボーリングコア

を採取した（第 5 図）．その結果，各ボーリング孔と

も塊状および岩塊状の玄武岩溶岩が確認された．ま

た，Ao-1～Ao-5 で玄武岩溶岩の上位の地層が，Ao-6
で玄武岩溶岩の下位の古富士泥流堆積物がそれぞれ

確認された．Ao-2，Ao-3 および Ao-6 にみられる腐

植質シルトから試料を採取し，
14C 年代測定に供した

（第 1 表）．調査測線の位置および地質断面図をそれ

ぞれ第 5a 図および第 5c 図に示す．

地質断面図によると，Ao-1～Ao-2 までの区間では

溶岩流上面はやや上に凸の形状を伴いながら，20˚～
30˚ 程度で東に傾斜している．この東傾斜の特徴は

Ao-1 以西 Ao-6 以東で地表に分布する溶岩流のそれ

（15˚ 程度）と調和的であるが，その傾斜はやや急で

ある．一方，Ao-2 と Ao-3 との間の溶岩流上面の傾

斜は 5˚ 以下である．このことから，Ao-2 付近で溶

岩流上面の傾斜が急変するものと判断される（第 5c
図）．

そこで，Ao-3～Ao-5 の区間では，青見溶岩流流下

以降のキンク状の折れ曲がりイベントに伴う地層の

変形が記録されている可能性が高いと判断して，こ

れらの範囲を横切るトレンチを掘削した（第 5a, c
図）．トレンチ掘削調査は，2006 年 12 月 12 日～

2007 年 1 月 29 日にかけて実施した．

2.1.3.2 トレンチ掘削調査結果

トレンチは，群列ボーリングによりキンク状の折

れ曲がりが推定された Ao-3～Ao-5 の区間を横切り，

かつ地形学的に推定される撓曲帯の走向と直交する

ほぼ東西方向に長軸をもつ長さ約 14 m，深さ最大約

4 m のものとした．

トレンチ壁面には，盛土，スコリアおよび火山礫

主体の風成層，潤井川の氾濫原堆積物，斜面堆積物，

玄武岩溶岩および同溶岩起源の風化生成物からなる

とみられるシルト層および砂・シルト・岩片からな

る亀裂充填物などが確認された（第 6a，7 図）．トレ

ンチ壁面でみられた地質を，地層の連続性，地層上

面の削剥の有無，地質構造に差があるか否か，堆積

環境や層相の違いなどに基づき，上位から 1～9 層に

区分した（第 7 図）．

各地層の年代については，調査地点を含む富士山

南西麓に分布する指標テフラである富士大沢テフラ

（F-Os，2.5～2.8 ka；町田・新井，2003）と腐植質堆

積物の
14C 年代に基づいて推定した（第 1 表）．また，

肉眼では確認できないものの，上下の層位関係から

広域テフラである鬼界アカホヤテフラ（K-Ah，7.3 ka；
町田・新井，2003）および天城カワゴ平テフラ（Kg，
3.126～3.145 ka；町田・新井，2003）の出現が予想

される地層（5 層：後述）を対象として，北壁面で 2
測線（N1，N10），南壁面で 2 測線（S1 および S5）
の計 4 測線において，それぞれ鉛直高 5 cm 毎に試料

を採取し，火山灰分析を実施した（第 7a, b 図）．

トレンチ内にみられる最下位の地層（8 層）は表

面に縄状構造が発達する玄武岩質溶岩流である．こ

の溶岩流は，その分布位置とボーリングコアから採

取した試料の全岩分析結果に基づき，山元ほか（2007）
の青見溶岩流に対比される．先述したように，この

溶岩流により炭化されたとみられる古富士泥流堆積

物を覆う土壌が Ao-6 の深度 8.80 m 付近に確認され，

その
14C 年代値として 9,830±40 yBP が得られた（第

1 表）．一方，この溶岩流を覆って分布する腐植質シ

ルト・粘土が Ao-2 孔の深度 4.5 m で確認され，その
14C 年代として 8,230±40 yBP が得られた（第 1 表）．

これらのことから，この地点での青見溶岩流の堆積

完了時期は およそ 9,830±40 yBP～8,230±40 yBP ごろ

であると考えられる（2-1-2）．
青見溶岩流の上位には，主に青見溶岩流最上部の

クリンカーやスコリア状部を起源とするとみられる

風化生成堆積物（7 層）が分布する．7 層は層相から

3 つ（上位から 7a～7c 層）の単層に細分され，この

うち最下部の 7c 層はやや腐植質のシルトである．7c
層から採取した 2 試料の腐植質シルトの

14C 年代測

定を実施したところ，6,980±40 yBP，7,190±40 yBP
の年代値が得られた．この値は，次に述べる 6 層の

年代より若いこと，7 層が火山灰分析で明らかになっ

た鬼界アカホヤテフラ（K-Ah，7.3 ka；町田・新井，

2003）降灰層準の下位に位置することから，実際の

堆積年代より若い値となっていると判断される．7c
層には，割れ目に沿って植物根の進入が認められる

ことから植物などを由来とする新しい炭素が混入し

た可能性が考えられる．

6 層は黒ボク土状のスコリア層であり，一部腐植

質である．北壁面で 6 層から採取した試料の
14C 年

代は 8,050±40 yBP である．

5 層は礫混じりシルトを主体とする斜面堆積物で

上位から 5a～5c 層に細分される．火山灰分析の結果，

南壁面の S5 付近では 5c 層中に，同壁面の S1 付近で

は 5b 層中に，それぞれ鬼界アカホヤテフラの降灰層

準が位置することが推定される（第 7b 図）．同層か

ら得られた
14C 年代値は，5c 層下部で 7,180±40 yBP，
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5b 層 下 部 で 6,090±40 yBP，5b 層 上 部 で 3,810±
40 yBP，5a 層下部で 3,840±40 yBP，5a 層上部で 3,350
±40 yBP である．

4 層は，径 2 mm 程度の黒色スコリア・橙色スコ

リアからなるという岩相から富士大沢テフラに対比

される．火山灰分析の結果，4 層と 5 層との境界付

近に天城カワゴ平テフラの降灰層準が特定された（第

7a, b 図）．

潤井川の氾濫原堆積物とみられる 3 層中からは年

代を示す試料は得られなかったが，富士大沢テフラ

の上位に位置することから，2,800～2,500 yBP 以降

の堆積物であると判断される．

2 層中には，土器片が散在する．それらは富士宮

市教育委員会により 3 世紀のものと鑑定された．し

たがって 2 層は 3 世紀以降の堆積物である．

後述するように，両壁面において 2c～8 層あるい

は 5b～8 層を切って多数の開口亀裂が発達しており，

これらの開口亀裂は砂，スコリア，細礫状～礫状の

シルト岩塊などによって充填されている．この亀裂

充填物を 9 層とした．9 層は層相および切断・貫入

関係などから 9a～9c の 3 層に細分することができ，

複数回の開口亀裂の形成とそれを充填するイベント

があった可能性が示唆される．

本トレンチでは北壁面と南壁面で地層の現れ方に

大きな違いが見られる（第 6a，7a, 7b 図）．すなわち，

北壁面では，底面付近でほぼトレンチ壁面全幅にわ

たって 8 層である青見溶岩流が分布し，それを覆う

7～4 層は，大局的には 8 層上面とほぼ平行するよう

に東に向かって高度を減じながら分布している．一

方，南壁面では，S0～S2 でほぼ水平に分布する 8 層

上面が S2～S3 間で急に落ち込み，S4 以東には分布

しない．このような北壁面と南壁面でみられる 8 層

の構造を把握するために，両者をつなぐトレンチ底

部（N7 と S7 を結ぶ区間）を整形し観察したところ，

北壁面寄りで，底部に分布する 6 層に 8 層が北壁面

から見かけ上衝上している状況が確認された（第 7c
図）．この衝上断層の走向は東北東－西南西である．

さらに，北壁面に分布する 8 層上面には縄状構造が

発達しており，その形状から上面の変形が推定でき

る．それによると，8 層上面はちょうどトレンチ底

部付近で北東～東北東走向でほぼ水平な軸をもち，

一部上述した衝上断層を伴いながら，南東向きに回

転している（第 6a ，7a 図）．以上のような溶岩流の

産状に基づくと，両壁面での地層の出現状況の違い

は以下に述べるような理由によるものと考えられる．

つまり，（1）上述のようにトレンチ地点において溶

岩流上面がキンク状に折れ曲がっているが，南壁面

から北壁面にかけてそのヒンジ線の走向が南北から

東北東－西南西に湾曲する位置にあたるというもの

である（第 6a 図の赤破線）．この場合，南壁面では

トレンチの長軸の方向とヒンジ線の走向がほぼ直交

しているため地層の明瞭な折れ曲がりが認められる

のに対して，北壁面では折れ曲がり部が壁面の東端

部付近を通過するために，ヒンジの北西側のみが露

出したものと推定される．あるいは，（2）トレンチ

地点で折れ曲がりのヒンジ線が右雁行する場合も考

えられる．これは，北壁面において溶岩流がほぼ一

様に東に傾斜していることから，掘削地点よりさら

に東で南壁面に見られるような折れ曲がりが分布す

る可能性があることによる．この場合でも，トレン

チ壁面内の地層の分布が説明可能である．

トレンチ壁面内に分布する青見溶岩流（8 層）お

よびそれを覆う斜面堆積物を主体とする地層（4～7
層）には小断層，開口亀裂，陥没などの地質構造が

認められた．以下，上に述べたような南北両壁面で

みられる産状の違いが地質構造の空間的な現れ方の

違いを反映していることを認識した上で，壁面内に

認められる地質構造とその形成時期について記載す

る．

北壁面では，N8～N10 で 5c 層が 6～8 層を切る開

口亀裂や凹状部を埋めるように厚く堆積している（第

7a 図）．また，N7～N8 では東落ちの小断層の低下側

を埋めるように 5c 層が分布している．上述のように

北壁面にはキンク状折れ曲がり部の北西側のみ露出

しているが，折れ曲がり部に近接しているため，折

れ曲がりの形成に伴い，局所的な開口部や小断層が

形成され，それを埋めるように 5c 層が堆積したもの

と判断される．トレンチ底部では，先述のように 6
層に対して 8 層が衝上している（第 7c 図）．この構

造の延長にあたるとみられる南壁面の S2～S5 では，

5d～8層に約 2 mの東落ちの落差を伴う地層の折れ曲

がりが認められ，この落差を埋めるように折れ曲が

り部の東側にのみ 5c 層が堆積している（第 7b 図）．

この南壁面での東落ちの特徴は，溶岩流上面の東向

きの撓曲で特徴付けられる完新世における安居山断

層の活動と調和的である．これらのことから，南北

両壁面およびトレンチ底部でそれぞれ産状は異なる

ものの，いずれの現象も 6 層（南壁面では 5d 層）堆

積後 5c 層堆積前に，撓曲構造を成長させる地層の折

れ曲がりイベントが存在したことが示唆される．6
層と 5c 層の

14C 年代に基づくと，このイベントは

8,050±40 yBP より後で 7,180±40 yBP より前の期間に

発生したと考えられる．

南北両壁面とも，5c 層を覆う 5b～4a 層には地層

の傾斜の程度の違いあるいは明瞭な落差を示すよう

な地質構造は認められない．したがって，本トレン

チ範囲内においては，5c 層堆積後 4a 層堆積前の期

間に撓曲構造の成長を示唆するようなイベントは認

定されないものと考えられる．ただし，トレンチ掘

削範囲は幅広い撓曲帯の一部分であり（第 2，3，5 図），

この時期に掘削範囲以外の区間で地表に変形が生じ

た可能性は否定できない．

両壁面において，青見溶岩流（8 層）には開口亀

裂が多数発達しており，この亀裂によって幅 30 cm
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～1 m程度のブロックに分断されている（第 7a, b図）．

北壁面の N4～N10 と南壁面の S2～S4 においては，8
層中に発達する開口亀裂の一部が上方に連続し，そ

れぞれ 2～7 層あるいは 5b～7 層を切って発達してい

る．両壁面とも亀裂帯の範囲は上に向かって狭くな

り，上に凸のアーチ状を呈している（第 7a, b 図）．

これらの開口亀裂帯は砂，スコリア，細礫状～礫状

のシルト岩片（9 層）などによって充填されている．

上述のように，9 層は層相などから 9a～9c 層に区分

できるが，このうち 9c 層はシルト質細粒砂を主体と

して，スコリアや岩片を主体とする 9b 層および 9a
層と識別される．この 9c 層が亀裂を充填しているの

は 5c～8 層に限られ，5b およびそれより上位の地層

の亀裂を充填している状況は確認されない．北壁面

の N8～N10 では 9c 層が 9b 層によって切られている

状況が観察される．一方，9b 層と 9a 層は 2c～8 層

に発達する亀裂を充填している．このような 9 層の

特徴から，開口亀裂の形成とそれを充填するイベン

トが複数回発生した可能性が考えられる．このうち，

前者については，壁面に認められる地質構造との関

係から，上述した 6 層堆積後 5c 層堆積前のイベント

に対応する可能性がある．さらに，後者については，

開口亀裂および 9a 層の分布に加えて，上に凸のアー

チ状の開口亀裂の産状から，少なくとも 5b 層堆積後

（南壁面）や 2c 層堆積後（北壁面）にイベントがあっ

た可能性も示唆される．しかしながら，このような

開口亀裂の形成とそれを充填するイベントを安居山

断層の活動と結びつけることは，次のような理由か

ら容易ではないと考えられる．すなわち，亀裂帯を

境に両側で地層に落差が認められず（第 7a, b 図），

撓曲構造の成長との関係が不明なことに加えて，（1）
9a 層および 9b 層は，締まりが悪いスコリアや岩片

を主体とし，一部（特に上方部）では地下水や雨水

などの影響とみられるラミナが発達すること，（2）
亀裂帯の下方に位置する 8 層中には多数の空洞が認

められること，を総合すると，8 層中の開口亀裂や

空洞が現在も十分に埋めきられず，それが現在も何

らかの理由により断続的な陥没の発生や開口亀裂の

上方への成長が生じていると考えることができる．8
層中の空洞の成因は，撓曲構造の成長による開口だ

けでなく，溶岩トンネルなどといった溶岩流流下時

の初生的な構造の可能性もある．亀裂や陥没の継続

的な成長の理由としては，地震以外に火山活動や人

間活動も考えられる．以上のように，（i）亀裂充填

物と撓曲構造の成長との関連が不明なこと，（ii）開

口亀裂の形成に引き続く亀裂の充填が長期にわたっ

て継続していることから，開口亀裂やその充填物は，

古地震イベント認定やその時期を特定する上での十

分な指標にはならないものと考えられる．

南北両壁面で 4 層をアバットして分布する 3 層は，

平行ラミナや斜交ラミナの発達した細粒砂およびシ

ルトからなり，その層相から河川堆積物であると判

断される（第 7a, b 図）．青見南地区付近でこのよう

な堆積物を運びうる河川としては潤井川しか存在し

ない．したがって，3 層は潤井川の氾濫原堆積物で

あると考えられる．トレンチ壁面に分布する 3 層は

ほぼ水平であり，増傾斜といった断層運動の影響を

示唆する構造は認められない．しかしながら，以下

に述べる 3 層の分布高度から，3 層堆積後の撓曲帯

の活動の可能性が示唆される．すなわち，トレンチ

壁面内に分布する 3 層は標高 140 m 付近に位置して

いるが，青見南トレンチの東方の沖積面の標高は

136～137 m 程度であり，青見南トレンチに分布する

3層は離水している（第2図）．空中写真判読によると，

トレンチ掘削地点の東方約 35 m をほぼ南北走向にの

びる旧道に沿って西側が 1～2 m 程度高い東向きの斜

面が連続する．現在その大部分は人工改変を受けて

いるが，斜面はやや上に凸の断面形状を呈しており，

西側上がりの撓曲崖の可能性がある．溶岩流上面の

分布を示す地質断面図（第 3 図）によると，この東

向きの低崖の下方延長部で溶岩流上面の折れ曲がり

が推定される．以上のことから，2,800～2,500 yBP
以降に撓曲帯のうちのトレンチ地点より東側の区間

で撓曲成長イベントが発生し，トレンチ地点東側の

低崖の形成を伴い 3 層が離水した可能性がある．な

お，トレンチ地点が遺跡指定地であることから調査

に先立ち富士宮市教育委員会により遺跡確認調査が

実施されたが，それによると，トレンチ範囲内では

2層中から竪穴住居や土坑をはじめとする 10世紀（平

安時代）とみられる遺構が確認されている（富士宮

市教育委員会による）．したがって，撓曲成長イベン

トに伴い 3 層が離水したとすると，その時期は

2,800 yBP より後で 10 世紀より前となる．ただし，

ここで述べた仮説を検証するためには，今後，旧道

の東側でボーリング調査を行い，3 層の分布を把握

する必要があろう．

青見南トレンチの調査結果をまとめると以下の通

りである．

1）青見南トレンチでは，盛土，風成層，氾濫原

堆積物，斜面堆積物，スコリアやクリンカー起源の

風化生成物および玄武岩質溶岩が分布する．

2）風成層中のスコリア層（4 層）は，火山灰分析

で確認された天城カワゴ平テフラとの層位関係と岩

相の特徴から富士大沢テフラに対比される．また，

玄武岩質溶岩（8 層）は，分布位置と全岩分析結果

から，山元ほか（2007）の青見溶岩流に対比される．

3）2c～8 層中には上に凸のアーチ状を呈する大規

模な亀裂帯が発達する．その形態的な特徴から，ト

レンチ底部に分布する溶岩流中にアーチの位置や規

模に対応する空洞があり，何らかの理由によりその

空洞に沿って陥没した結果生じたものと推定される．

陥没の理由としては，地震動のほか火山活動や人間

活動などが考えられる．

4）トレンチ壁面内において撓曲構造の成長に関
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連すると推定される地層の起伏（落差）を伴うイベ

ントは，6 層堆積後 5c 層堆積前に発生し，それらの
14C 年代値に基づくと，8,050±40 yBP より後で 7,180
±40 yBP より前の期間に発生したと考えられる．

5）トレンチ壁面内においては，5b 層堆積後 4a 層

堆積前の期間に撓曲構造の成長を示唆するようなイ

ベントは認定されない．ただし，本トレンチの掘削

範囲は幅広い撓曲帯の一部であり，この期間にトレ

ンチ掘削範囲外の区間で地表変形が生じている可能

性は否定できない．

6）潤井川の氾濫原堆積物と判断される 3 層の分

布高度は，沖積面より約 3～4 m 高く段化しており，

2,800～2,500 yBP 以降（で 10 世紀より前の可能性が

ある）におけるトレンチ地点より東方の撓曲区間の

活動に起因する可能性がある．

2.1.4 青見北地区

2.1.4.1 調査地周辺の地形・地質概要

青見北地区は，青見南地区のトレンチ掘削位置よ

り約 520 m 北に位置する（第 2 図）．ここでは，下川

ほか（1998）により反射法物理探査や群列ボーリン

グ調査が実施されており，それによると地表付近ま

で到達する西傾斜の断層群が推定されている．今回，

トレンチ調査に先立ち，周辺の地質調査を行うとと

もに，下川ほか（1998）で示された反射断面を再検

討した結果，本地点では青見南地区と同様に断層が

地表まで到達しておらず，溶岩流およびそれを覆う

完新統は幅広い撓曲変形をしている可能性が高いと

推定した．

青見南地区では，トレンチ掘削地点の東方約 35 m
から南北方向に比高 1～2 m 程度の低崖が連なってお

り，その崖は 2,800 yBP より後の撓曲変形により形

成された可能性が指摘された（2.1.3.2）．青見北地区

のトレンチ地点はその低崖の北延長部に位置してお

り，ここでは沖積面に比高 1 m 程度の東向きの低崖

が発達している．そこで，青見南地区で推定された

2,800 yBP より後のイベントの有無を確認することを

目的として，この低崖を横切るトレンチを掘削した．

トレンチ掘削調査は，2006 年 12 月 13 日～2007 年 1
月 27 日にかけて実施した．なお，トレンチ掘削地点

は宅地に隣接していることもあり，低崖の東側は十

分掘り進めることができなかった．

2.1.4.2 トレンチ調査結果

地形的に推定される撓曲崖の走向に直交する N80˚
E 方向に長軸をもつ長さ約 18 m，最大深さ約 3 m の

トレンチを掘削した．

トレンチ壁面内には，耕作土，斜面堆積物，湿地

性堆積物，潤井川の氾濫原堆積物（河道堆積物を含む）

が分布している（第 6b，8 図）．壁面にみられる地質

を，地層の連続性，地層上面の削剥の有無，地質構

造に差があるか否か，堆積環境の違い，層相の違い

などから，上位から 1～9 層に区分した（第 8 図）．

各地層の年代については，富士大沢テフラ（F-Os）
と腐植質シルトおよび炭化木片の

14C 年代測定に基

づいて推定した．

トレンチ壁面には，南北両壁面とも富士大沢テフ

ラに対比されるスコリア層が認められる．壁面から

採取した
14C 年代測定試料の層位と

14C 年代値は，こ

のスコリア層との層位関係にほぼ整合的な値となっ

ている（第 1 表）（後述）．

9 層は，砂・シルト互層であるが，このうち腐植

質な黒色を呈するシルトを
14C 年代測定に供したと

ころ，2,770±30 yBP の年代値が得られた．この年代

値はこれを覆う7層（富士大沢テフラ）の噴出年代（2.5
～2.8 ka；町田・新井，2003）と近接している．一方，

9 層に整合で重なる 8 層中からは年代試料が得られ

なかったが，9 層の上位で 7 層（富士大沢テフラ）

の下位であることから，2.5～2.8 ka の堆積年代であ

ると推定される．9 層および 8 層の上面には土壌の

発達は認められず，また顕著な浸食・堆積を示唆す

る堆積構造も認められない．したがって，9 層から 7
層堆積の期間に著しい時間間隙は推定されない．こ

れは，9 層から得られた
14C 年代値が 7 層の噴出年代

と近接していることと調和的である．

富士大沢テフラ直上の砂質シルト，砂混じりシル

トを主体とする氾濫原堆積物である 6 層は，その層

相から 6a～6c 層に細分される．そのうち，6b 層か

ら 2,390±40 yBP の，6a 層から 1,490±30 yBP の
14C 年

代値がそれぞれ得られた．一方，3～5 層は西側斜面

からもたらされた斜面堆積物である．5 層中には直

径数 mm～数 cm の炭化木片が散在しており，それら

から 2,090±40 yBP および 1,920±30 yBP の
14C 年代値

が得られた．また，4a 層から 1,720±30 yBP，3c 層か

ら 1,330±30 yBP の
14C 年代値がそれぞれ得られた．

さらに，3～5 層からは，角の摩耗していない土器片

が散在して出土した．土器片の形態や模様などの特

徴から，それらはいずれも 2 世紀後半（弥生時代後

期後半～古墳時代前期中葉）のものと鑑定された（富

士宮市役所教育委員会鑑定による）．

青見北トレンチでは，断層は確認されなかったが，

撓曲運動に関連すると判断される地層の傾斜が認め

られた．

南北両壁面に分布する 4～9 層は東に 7˚～16˚ 傾斜

している（第 8 図）．このうち，6 層および 8～9 層

は河川性のシルト，砂，細礫を主体としており，潤

井川の氾濫原堆積物であると考えられる．層相から

判断するとこれらの地層はほぼ水平に堆積したと思

われる．これらの地層が 7˚～16˚ と有意に傾斜して

いることから，構造運動の影響を受けて傾斜したも

のと判断される．また，この東傾斜の特徴は，変動

地形から推定される安居山断層の活動に伴う撓曲構

造の成長に関連したものと解釈される．一方，3～5
層については斜面堆積物であり，構造変形を受けて
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いるか否かは不明である．したがって，6 層堆積後

のある時期に少なくとも 1 回は増傾斜イベントが

あったと推定される．変形を受けたとみられる 6 層

のうち， 6b 層から 2,390±40 yBP の，6a 層から 1,490±
30 yBP の

14C 年代値が得られている．これらの年代

値に基づくと，イベントは 1,490±30 yBP より後に発

生したことになる．ただし，上述したように 6a 層よ

り上位の 3～5 層から採取された炭質物の
14C 年代お

よび出土した土器片の鑑定から推定される年代は 6a
層のそれより古い．この原因として次の 2 つが考え

られる．すなわち，（1）6a 層の
14C 年代値に関して，

上方からの植物の侵入などによる新しい炭素の混入，

（2）3～5 層はいずれも斜面堆積物であり，それらか

ら得られた年代値は堆積年代より古い，である．こ

れら 2つの可能性を評価することは難しい．したがっ

て，ここでは 6a 層および 3～5 層の年代値を採用せ

ずに，6b 層から得られた 2,390±40 yBP をイベント時

期の下限とする．一方，6 層より上位の地層はいず

れも斜面堆積物のため，変形を受けているか不明で

ある．したがって，このイベント時期の上限を与え

ることはできない．これらから，このイベントの発

生時期は 2,390±40 yBP より後と推定される．

ところで，7～9 層の各層の層厚は，壁面内におい

てほぼ一様であるのに対して，6 層は東から傾斜を

埋めるように累重し，その層厚は東に向かって漸増

しているようにみえる（第 8 図）．このような 6 層の

特徴から，6c 層堆積より前にも増傾斜イベントが発

生した可能性がある．7 層は旧地表を外套状に覆う

風成層からなるため，増傾斜イベントは，8 層堆積

後 6c 層堆積前と推定される．9 層と 6b 層の
14C 年代

値に基づくと，このイベントは 2,770±30 yBP～2,390
±40 yBP の期間に発生したと推定される．ただし，7
～9 層の傾斜と 6 層の傾斜に大きな違いがないこと，

シルトを主体とする 6 層がレンズ状あるいは初生的

に西に薄く堆積した可能性も否定できないことから，

このイベント認定については信頼性が低いと考えら

れる．

トレンチ全域に分布する 8～9 層は，10˚～16˚ 東に

傾斜している．トレンチ壁面内における 8 層上面の

上下変形量は約 2.5 m である．8～9 層の東傾斜はト

レンチ壁面東方に向かって緩くなる傾向が認められ

る．一方，トレンチ壁面西方に向かって地層の傾斜

が緩くなる傾向は認められない．これは，トレンチ

掘削範囲が幅広い変形帯の一部にしか過ぎないこと

を示している．従って，8 層上面の上下変形量は 2.5 m
以上である．

青見北トレンチの調査結果をまとめると以下の通

りである．

1）トレンチ壁面には上位から耕作土（1 層），斜

面堆積物（2～5 層），潤井川の氾濫原堆積物（6 層），

富士大沢テフラ（7 層），潤井川の氾濫原堆積物（8，
9 層）が分布する．

2）6～9 層が 7˚～16˚ 程度東傾斜しており， 6 層堆

積後に変形したことは明らかである．
14C 年代値など

から，このイベントの時期は，2,390±40 yBP より後

と考えられる．

3）ほぼ一様な厚さの 7～9 層の傾斜を埋めるよう

に 6 層が堆積していることから，8 層堆積後 6 層堆

積前にも傾動イベントがあった可能性がある．
14C 年

代値に基づくと，推定されるイベントは 2,770±
30 yBP～2,390±40 yBP に発生したと考えられる．

4）トレンチ壁面内における 8 層上面の上下変形

量は約 2.5 m である．

2.2 旭町地区

2.2.1 調査地周辺の地形・地質

入山瀬断層は，その北東区間については，10˚ 程
度で南に傾斜する星山丘陵南斜面と沖積面（富士川

および潤井川がもたらした扇状地と扇間低地）とを

境する北東－南西走向の地形境界に沿って推定され

ている（例えば，山崎，1979；山崎ほか，1981；
Yamazaki et al., 2002；中田ほか，2000；中田・今泉編，

2002）（第 1，9 図）．旭町地区はこの地形境界として

認められる区間の南西端部に位置する．空中写真お

よび大縮尺の地形図の判読に基づくと，旭町地区付

近では星山丘陵南斜面基部付近に周辺の沖積面より

4 m程度高い位置に平坦面が北東－南西方向に狭く分

布している．この平坦面は，その南東端部で比高約

4 mの南東向きの低崖を形成して沖積低地と接してい

る（第 9a 図）．この低崖の位置が，旭町地区の北東

部で星山丘陵南斜面と沖積面との地形境界として認

定されている入山瀬断層の南西延長部にあたること

から，平坦面は入山瀬断層の北側上がりの活動によ

り離水した沖積面の可能性があると考えられた．た

だし，この平坦面は，丘陵南斜面が人工改変により

低平化された可能性も考えられる．そこで，本調査

では，中田ほか（2000）および中田・今泉編（2002）
により推定断層として図示されているこの低崖を挟

んで群列ボーリングを実施し，地下地質構造を明ら

かにした上で，崖の成因を検討した．なお，旭町地

区をはじめとして入山瀬断層が推定されている地形

境界に沿っては，県道および用水路が展開されてい

ることから，トレンチ掘削調査を実施することは困

難である．

2.2.2 ボーリング調査結果

旭町地区の地下地質構造を検討することを目的と

して，比高約 4 m の低崖を横切り，北西から

H18IW-1（以下 IW-1．他の孔も同じ）（深度 10 m），

H18IW-2（ 深 度 10 m），H18IW-3（ 深 度 30 m），

H18IW-4（深度 40 m），H18IW-5（深度 20 m）およ

び H18IW-6（深度 20 m）の計 6 地点でボーリングを

掘削した（第 9，10 図）．このうち，IW-1～IW-3 は

低崖の北西側に， IW-4～IW-6 は南東側にそれぞれ位
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置している．また，測線上で最も北西に位置する

IW-1 と南東の IW-6 間の水平距離は約 120 m である．

さらに，問題としている低崖の基部から IW-6 までの

水平距離は約 80 m である（第 9b，10図）．このように，

測線は問題とする低崖が富士川の浸食による後退な

どに起因する位置の不確実性も考慮に入れて，北西

および南東方向に十分な長さを持つものとした．

ボーリング調査の結果，本調査地区の地下に分布

する地層は，地層の層相，連続性，傾斜の違いなど

に基づくと，耕作土（1 層），氾濫原堆積物（2 層），

斜面堆積物（3 層），扇状地堆積物（4 層），斜面堆積

物（5 層），斜面堆積物（6 層）および古富士泥流堆

積物（7 層）の 8 層に区分される（第 10 図）．

2 層は細粒砂を主体とし，砂および礫の種類から

判断すると富士川起源の氾濫原堆積物とみられる．

斜面堆積物からなる 3 層および 5 層は砂あるいは礫

混りシルト，スコリア質シルトおよびシルトなどか

らなり，その層相から北西側の星山丘陵からもたら

されたと推定される．4 層は径 0.5～3 cm 程度の亜円

～亜角礫を主体とし，礫は頁岩，チャート，玄武岩，

閃緑岩，緑色凝灰岩，石英安山岩などからなり，基

質は中粒～粗粒砂である．礫種，礫径などから富士

川の扇状地堆積物と判断される．IW-5 の深度 12.7～
13.2 m および IW-6 の深度 14.3～14.6 m には腐植質シ

ルト（4b 層）が分布している． 6 層は，後述する南

東に緩く傾斜する 7 層上面に平行に薄く分布する腐

植質シルトおよびスコリアからなり，その層相から

斜面堆積物と推定される．7 層は，径 1～5 cm 程度

の玄武岩亜角礫と細粒～粗粒砂の基質からなる礫層

を主体とし，風化して褐灰色を呈すスコリア質シル

トを挟む．その層相から調査地点北西側の星山丘陵

に分布する古富士泥流堆積物に対比される．

2～6 層には腐植質シルトや古土壌が認められ，そ

れらの
14C 年代測定を実施した（第 1 表）． その結果，

2 層からは，2,170±40 yBP，2,410±40 yBP，2,440±
40 yBP，2,570±40 yBP，2,590±40 yBP の

14C 年代値が

得られた．また，3 層からは，1,620±30 yBP，2,140±
30 yBP，2,480±40 yBP，2,520±30 yBP が，4 層からは，

7,180±50 yBP および 7,360±50 yBP， 5 層からは，3,050
±40 yBP，6,700±50 yBP，6,760±50 yBP の

14C 年代値

がそれぞれ得られた．一方，7 層の上面を覆うよう

に分布する 6 層から，8,700±60 yBP，9,190±60 yBP
の

14C 年代値が得られた．

旭町地区で掘削したボーリングコアの観察結果を

基に地質断面図を作成した（第 10 図）．その結果，

IW-1～IW-6 の全てのボーリンクコアに 7 層（古富士

泥流堆積物）が確認された．この 7 層の上面は，最

も北西の H18IW-1 を除いて，南東に向かってほぼ一

様に高度を減じており，見かけ上 15˚ 程度南東に傾

斜している．IW-1～IW-4 の 7 層中にはスコリアや火

山灰を主体とし，上下に比べて礫が少ない部分が認

められる（7b 層）．この部分が横方向に対比できる

ものとすれば，その層は南東に高度を下げるように

分布している．これは，7 層上面の傾斜と調和的で

ある．このことから，本測線付近の入山瀬断層は幅

広い撓曲変形で特徴付けられ，その前縁部が調査測

線より南東側に位置する可能性がある．しかしなが

ら，測線上においては，7 層上面には断層を示唆す

る明瞭な上下方向の食い違いは認められない（第 10
図）．

前述したように，今回掘削した全ての孔で 7 層が

確認され，15˚ 程度で南東に傾斜していることが確

認されたが，7 層を覆う地層の分布は，問題の低崖

の北西側と南東側の孔で大きな違いがみられる．す

なわち，低崖の南東側の IW-4～IW-6 孔では，7 層を

富士川由来の扇状地堆積物（4 層）や氾濫原堆積物（2
層）が覆うのに対して，北西側の IW-1～IW-3 孔には，

7 層を覆って風成層を含む斜面堆積物（3 層および 5
層）が薄く分布し，富士川由来の堆積物は分布して

いない（第 10 図）．このように，崖の北西側で，富

士川由来の堆積物が分布しないことに加えて，7 層

を直接覆う 5 層中に認められる古土壌の
14C 年代か

ら，崖の北西側は少なくとも約 6,700 年前以降斜面

であったと考えられる．一方，崖の南東側では 2 層

および 4 層の層相およびそれらから採取された試料

の
14C 年代値に基づくと，約 7,000 年前以降扇状地ま

たは氾濫原の環境下にあったものと判断される．こ

のような崖の両側の地層の特徴から，問題の崖は断

層崖ではなく富士川の浸食崖あるいは人工的な崖の

可能性がある．この推定は，崖の両側で 7 層上面が

連続的に南東傾斜しており，その間に顕著な断層の

存在が認められない，という結果とも矛盾しない．

このように，比高約 4 m の低崖が浸食崖あるいは

人工的な崖の可能性が指摘された．ただし，現在の

崖より南東に分布していた入山瀬断層の断層崖（あ

るいは撓曲崖）が富士川の浸食により北西に後退し

た可能性が残されている．そこで，測線上の南東区

間において，地質構造を詳しく検討した．IW-4 より

南東区間において，2 層および 4 層は，6 層および 7
層からなる東向きの斜面を埋めるように堆積してお

り，さらに 2 層と 4 層の境界面はほぼ水平である（第

10 図）．このことから，もし，6 層および 7 層が地下

に伏在する入山瀬断層の活動に伴って南東に傾斜し

たものとしても，調査範囲における 2 層および 4 層

は断層運動の影響を受けていない可能性が高いと判

断される．

以上，旭町地区における群列ボーリング調査の結

果をまとめると以下の通りである．

1）古富士泥流とそれを覆う富士川由来の氾濫原

堆積物や北西側の星山丘陵からもたらされたとみら

れる斜面堆積物が分布している．

2）従来入山瀬断層が推定断層として図示されて

いた区間を横切る測線上では，古富士泥流およびそ

れを覆う富士川由来の完新世氾濫堆積物に変位を与
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える断層は分布していない可能性が高いことが確認

された．

3）古富士泥流堆積物上面および細粒部は南東に

傾斜しており，入山瀬断層は地下浅部で幅広い撓曲

変形をしている可能性がある．

4）富士川の浸食による断層崖の後退などにより，

断層が調査測線の南東側に位置する可能性は否定で

きない．

2.2.3 羽行地区

2.2.3.1 調査地周辺の地形・地質概要

中田ほか（2000）や池田ほか編（2002）よると，

芝川断層の南部区間は平行あるいは雁行する複数条

の断層線に分岐し，芝川の谷底平野や谷壁斜面およ

び芝川によって形成された段丘面を横切って分布し

ている（第 1，11 図）．この複数条に分かれる芝川断

層およびその副断層とみられる断層線のうち，最も

東に位置するものが，芝川町羽行付近に認定，図示

されている（第 11a 図）．中田ほか（2000）では，延

長約 380 m にわたって中位段丘面相当の泥流堆積面

を変位させる東向きの断層崖あるいは撓曲崖として

認定されている．ここでは，推定される断層は，羽

鮒丘陵西側斜面の末端部に位置し，西傾斜する斜面

の下流側（西側）が相対的に隆起するセンスにある

ため，東側の斜面からもたらされた細粒堆積物をは

じめとする新期の地層が堆積していることが期待さ

れた（第 11 図）．しかしながら，道路から調査地点

まで離れているため機材の運搬が困難なこと，調査

地点が栗林内に位置しておりボーリングの櫓を設置

するスペースが確保できないなどの理由により，ト

レンチに先立つボーリング調査により地層状況の確

認を行うことができなかった．そのため直接崖基部

を横切ってトレンチを掘削した．トレンチ掘削調査

は，2006 年 10 月 17 日～11 月 8 日にかけて実施した．

2.2.3.2 トレンチ調査結果

東向きの崖を横切る長さ約 12 m，深さ最大約 5 m
のトレンチを掘削した（第 11b，12 図）．その結果，

南北両壁面とも，上位から斜面堆積物，耕作土，主

としてスコリアと火山礫からなる厚さ 5 m 以上の風

成層が分布していることが確認され，掘削範囲内で

は平坦面を構成しているとみられる古富士泥流堆積

物は確認されなかった．このうち風成層はスコリア

および火山礫の割合や粒径，色調や締まり具合など

から複数の単層に区分される．それら単層のうち 4a
層と 5a 層はその下面の形状が生物的攪乱等により乱

されており，大きく下位層に入り込んでいる．この

攪乱の存在から，4a 層と 5a 層の上面に時間間隙を

認め，風成層を 3 層（3～5 層）に区分した．したがっ

て，本トレンチ内に分布する地層は，上位から，1
層（斜面堆積物），2 層（耕作土），3 層（風成層；ス

コリア・火山灰・火山礫，3a～3d 層に細分），4 層（風

成層；スコリア・火山灰・火山礫，4a～4c 層に細分），

5 層（風成層；スコリア・火山灰・火山礫，5a～5e
層に細分）に区分される（第 12 図）．

トレンチ壁面内に厚く分布する火山噴出物を主体

とする地層のうち，広域テフラ等との層位関係から

年代が明確な地層は，富士大沢テフラ（3b 層）と富

士黒土層（4a 層）である．3b 層は，径 2 mm 程度の

黒色スコリアと橙色スコリアを主体とする岩相の特

徴と，上下の栗色スコリアや黒土層等との層位関係

から富士大沢テフラに対比される．同様に 4a 層は富

士黒土層に対比される．町田・新井（2003）によると，

富士大沢テフラの噴出年代は 2.5～2.8 ka とされる．

また，富士黒土層中に 7.3 ka の鬼界アカホヤテフラ

の降灰層準が位置するとされる．山元ほか（2005）
によると，調査地点の北部に位置する芝川町大鹿窪

で，富士黒土層基底部から採取された炭質物から

7,890±60 yBP の
14C 年代値が報告されている．それ

以外の層準に関しては堆積年代に関する情報は得ら

れなかった．

トレンチ壁面内には次のような地質構造が認めら

れた（第 12 図）．（1）3～5 層はいずれも 20˚ 程度東

に傾斜しており，上部が削剥され耕作土に覆われて

いる，（2）壁面内には，地層に食い違いを与える明

瞭な断層は認められない，（3）N1～N2 および S1 付

近の 3 層～5 層に引張性の高角の断裂が認められる，

（4）南北両壁面とも，主として 5e 層に低角および高

角の無数の断裂が認められる．このうち，（1）に関

しては，3～5 層は風成層であり，堆積時の傾斜が不

明なため地層の傾斜が断層運動に関連した変形によ

るものかは不明である．（3）に関しては，北壁面に

おいて（i）開口断裂が発達する 4c 層が傾斜方向（人

工構造物 （溝）の方向）に倒れ込んでいること，（ii）
4c 層の一部が， 1 層内に取り込まれていることから，

1 層（のうちの人工的な溝の）形成に伴う斜面の不

安定により，崩壊したものと判断される．一方，（4）
に関しては，（I）断裂面が平滑なものが多いこと，（II）
分岐や雁行がみられること，（III）断裂に沿って角礫

状を呈する部分があるなど，単純な乾燥収縮等によ

る亀裂ではないと判断され，構造的な断裂である可

能性も否定できない．

以上，羽行トレンチの結果をまとめると以下の通

りである．

1）トレンチ壁面内には，斜面堆積物，耕作土お

よび風成層が分布しており，中位段丘面相当の泥流

堆積面を構成するとみられる古富士泥流堆積物は確

認されない．風成層は時間間隙の認定により，3 層

に区分される．

2）古富士泥流堆積物を覆う風成層には，明瞭な

断層は確認されなかった．

3）トレンチ内には，低角～高角の亀裂が 5e 層中

に発達しているが，これらの亀裂面に沿った明瞭な

変位は確認できない．
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4）3～5 層はいずれも緩やかに東に傾斜している．

しかしながら，これらの地層は旧地表を外套状に覆

う風成層からなるため，各層堆積前の地表が斜面な

のか平坦面なのかは不明確である．ただし，トレン

チ掘削地点が変動地形学的に認定される撓曲崖の基

部に位置すること（中田ほか，2000），および 5e 層

中に低角～高角の断裂が発達することとあわせると，

3～5 層にみられる地層面の東傾斜は変形構造を示唆

する可能性も否定できない．

３．議論

青見地区周辺の安居山断層の完新世における活動性

富士川断層帯のうち，本研究により変位様式およ

び活動履歴に関する具体的な情報が得られたのは，

青見地区周辺の安居山断層である．ここでは，青見

地区における調査結果に基づく安居山断層の活動性

に関しての議論を行う．

青見地区において，地質踏査，群列ボーリング調

査および既存ボーリング資料の収集に基づいて作成

した地質断面図によると，地表付近の安居山断層は，

地層に明瞭な食い違いを与える断層ではなく，むし

ろ西側上がりの幅広い撓曲崖を形成していると判断

される．青見溶岩流の変形帯の幅は 300 m 以上であ

る．また，青見溶岩流上面が形成された時期（9,830
±40 yBP（11,190～11,310 cal yBP）より後で 8,050±
40 yBP（9,030～9,400 cal yBP）より前）とその上下

方向の変位量（58 m 程度）から（もともと溶岩流上

面が水平であったと仮定すると，）平均上下変位速度

は約 5.1～6.4 m ／千年と見積もられる．

このように，青見地区では，約 1 万年前に噴出し

た新富士溶岩流（青見溶岩流）上面が大きく撓曲状

の変形していることから，完新世に繰り返し活動し

ていると判断される．撓曲する溶岩流上面のうち，

部分的にキンク状の折れ曲がりが認められる区間を

掘削した青見南トレンチでは，折れ曲がる地層とそ

れに伴って発達した起伏を埋める（斜面を覆う）地

層の
14C 年代値から，8,050±40 yBP より後で 7,180±

40 yBP より前の期間に撓曲を成長させるイベントが

発生したと考えられる．さらに，富士大沢テフラを

覆う氾濫原堆積物が離水していることから，約

2,800 yBP より後にトレンチ地点より東方の撓曲区間

の活動に起因するイベントがあった可能性がある．

トレンチ地点には 10 世紀の遺構が分布することか

ら，このイベント時期は少なくとも 10 世紀以前であ

る可能性が指摘される．

青見北トレンチにおいて，2,390±40 yBP の
14C 年

代値が得られた氾濫原堆積物が溶岩流の撓曲構造と

調和的に東傾斜していることから，2,390±40 yBP よ

り後に少なくとも 1 回撓曲変形があったと考えられ

る．ただし，このイベントの時期の上限を示す資料

は得られなかった．また，この傾動した（2,390±

40 yBP の
14C 年代値が得られた）氾濫原堆積物が，

不明瞭ながら 2,770±30 yBP の
14C 年代値が得られた

下位の東傾斜する氾濫原堆積物の斜面を埋めるよう

に堆積していることから，2,770±30 yBP～2,390±
40 yBP に少なくとも 1 回増傾斜イベントが発生した

可能性がある．

これらから，青見南および北トレンチではいずれ

も富士大沢テフラ噴出後に撓曲構造を成長させるあ

るいは地層を増傾斜させるイベントが発生したと推

定される．ただし，年代データが不十分なため，両

トレンチから推定されるイベントが同時に発生した

ものかは不明である．また，2-1-2 でも述べたように，

調査地区周辺の地下浅部の安居山断層は幅約 300 m
以上に達する広い撓曲変形を伴っている．今回実施

したトレンチはその一部を掘削したに過ぎない．そ

のため，トレンチ壁面内に記録されたイベントが断

層帯の全ての変形イベントを記録しているわけでは

ないと考えられる．安居山断層をはじめとして幅広

い撓曲帯で特徴付けられる断層の活動履歴を漏れな

く解明するためには，現行のトレンチ掘削を中心と

する調査にかわる新たな調査手法の開発が望まれる．

４．まとめ

富士川河口断層帯の活動履歴の解明を目的とし

て，安居山断層沿いの富士宮市大中里青見地区で群

列ボーリング調査（1 測線）およびトレンチ掘削調

査（2 箇所）を，入山瀬断層沿いの富士市旭町地区

で群列ボーリング調査（1 測線）を，芝川町羽行地

区で芝川断層の副断層のトレンチ掘削調査（1 箇所）

を，それぞれ実施した．

その結果，青見地区周辺の安居山断層は，（1）主

断層が地表まで到達しておらず，幅広い撓曲変形帯

で特徴付けられること，（2）過去約 1 万年前以降に

おける平均上下変位速度が約 5.1～6.4 m ／千年に達

すること，（3）地質構造と地層の年代から，完新世

において複数回（8,050±40 yBP～7,180±40 yBP，2,770
±30 yBP～2,390±40 yBP（?），2,430 yBP 以降）撓曲構

造の成長に関連するとみられるイベントがあったこ

と，などが判明した．

旭町地区における群列ボーリング調査の結果，従

来入山瀬断層が推定断層として図示されていた区間

を横切る測線内には，古富士泥流およびそれを覆う

富士川由来の完新世氾濫堆積物に累積的に変位を与

える断層は分布していない可能性が高いことが確認

された．ただし，富士川の浸食による断層崖の後退

などにより，断層が測線の南東に位置する可能性や，

あるいは地下浅部における変形が明瞭な断層ではな

く幅広い撓曲帯であることは否定できない．

羽行地点でのトレンチ掘削調査では明瞭な地層の

変形が確認されず，芝川断層の活動に関する新知見

は得られなかった．
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第 1 表．本調査で実施した
14C 年代測定結果．

Table 1. Results of radiocarbon dating.
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第 1 図．富士川河口断層帯と調査実施地点位置図．基図は，国土地理院発行 20 万分の１地勢図「静岡」使用．断層の分布は
下川ほか（1996b）による．

Fig. 1. Map showing the Fujikawa-kako fault zone and sites studied in this study (base map: 1:200,000 topographic maps 
“Shizuoka” published by Geographical Survey Institute, Japan). The fault traces are from Shimokawa et al. (1996b).
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第 2 図．安居山断層沿いの変位地形と調査地点（青見北，青見南地区）位置図．図中の枠内は第 5a 図の範囲を示す．黒色の等高
線（1 m 間隔）は，国土交通省富士砂防事務所による航空レーザ－計測データを用いて作成．青色の等高線は，ボーリング
資料に基づく溶岩流上面の等高線図を示す（ボーリングデータは，大手開発株式会社，1983；山崎ほか，1986；富士宮市役
所土木課，1982；富士宮市，1987；富士宮市役所，1992；富士宮市役所，1993；株式会社富士フィルム株式会社富士宮工場提
供による）．等高線図は，3D 地形図作成ソフトSurfer® 8 を用いて作成． 

Fig. 2. Map showing topographic features along the Agoyama fault and study sites. The Agoyama fault is interpreted to be located at 
the topographic boundary between hills to the west and alluvial lowland to the east. The box in figure shows the range of Fig. 
5a. Topographic contour map with 1-m intervals is made using airborne laser scanning data measured by Volcano Fuji Sabo 
Office, Ministry of Land, Infrastructure and Transport, Chubu Regional Bureau. The blue lines show contour map of the top 
of lava flows based on pre-existing borehole data and this study. The elevation data of the top of lava flows in each core was 
contoured by the Triangulation with Linear Interpolation method using Surfer® 8 software. The borehole data are from 
Bishimetal Co. Ltd. (1983), Yamazaki et al. (1986), Civil Engineering Division, Fujinomiya-City (1982), and Fujinomiya-City 
(1987, 1992, 1993) and those provided by FUJIFILM Corporation).
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第 3 図．安居山断層を横切る地質断面図（青見地区）．第 2 図に測線を示す．紫線で示す潤井川低地下に分布する溶岩流の上
面は，測線 A-A’ から 300 m 以内に位置するボーリングデータを用いて作成．溶岩流の全岩化学組成分析の試料・資料
が得られたボーリング孔名を赤で示す．地形断面図は，国土交通省富士砂防事務所による航空レーザー計測データを
用いて作成．

Fig. 3. Geologic cross-section across the Agoyama fault (Aomi site). For location of the section see Fig. 2. Upper surface of the 
lava flows shown in purple line was constructed by using the borehole data in the area within 300 m from the section 
A-A’. The cores that contain the samples for whole rock chemical composition analysis of the lava flow are shown in red. 
The topographic profiles (A-A’ and B-B’) are made by using the airborne laser scanning data measured by Volcano Fuji 
Sabo Office, Ministry of Land, Infrastructure and Transport, Chubu Regional Bureau.
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第 4 図．青見地区で実施した溶岩流試料の全岩化学組成の分析結果のうち，SiO2，TiO2，K2O，Al2O3 および MgO の
含有率を示したもの（第 2 表参照）．参考値として，山元ほか（2007）による調査地区周辺に分布する青見溶
岩流以外の溶岩流（Mnn：万野溶岩流，Aom：青見溶岩流，Tog：外神溶岩流，Umm：馬見塚溶岩流）の全
岩化学組成の結果も示している．試料名は第 2 表と同じ．

Fig. 4. Diagram showing variations in contents of major compositions (SiO2, TiO2, K2O, Al2O3, and MgO) among 
whole-rock chemistry of the lava flows sampled at Aomi site. Compositional features of the samples analyzed 
in this study are similar to those of the Aomi lava flow (Aom). For results of whole-rock chemical compositions 
see Table 2. As a reference, the results of chemical composition of the lava flows other than the Aomi lava flow 
(Mnn: Manno lava flow, Tog: Togami lava flow, Umm: Umamizuka lava flow), distributed around the study 
area, are also shown. The sample name is the same as Table 2.
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第 5 図．a）青見南地区調査地点付近の地形．基図は，富士宮市発行「富士宮市都市計画図（B-7）1:2,500 国土基本図
VIII-ME82-1」を使用．b）群列ボーリング測線付近の地形．西に向かって撮影．c）群列ボーリング調査に基づく青見南
地区トレンチ掘削調査地点付近の地質断面図（断面 C-C’）．地層区分は青見南トレンチ（第 7 図）と同じ．詳細は本文
および第 7 図参照．測線位置は第 5a 図に示す．

Fig. 5. a) Map and b) photograph showing topographic features around the Aomi-minami site (base map: 1:2,500 topographic 
maps published by Fujinomiya City). c) Geologic cross-section (section C-C’) across the Aomi-minami trench site based 
on arrayed boreholes. The stratal division is same as that of Aomi-minami trench. Detailed description of the strata is 
given in text and Fig. 7. For location of the section see Fig. 5a.
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第 6 図．a）青見南トレンチおよび b）青見北トレンチをいずれも東から撮影．
Fig. 6. Photographs showing a) Aomi-minami and b) Aomi-kita trenches. Both photos are looking to the 

west.
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第 7 図．青見南トレンチ南北壁面のスケッチおよび N7-S7 区間の底を掘り下げた部分の西壁面スケッチ．
Fig. 7. Logs of a) north and b) south walls of Aomi-minami trench and c) west wall of section dug across N7-S7.
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第 8 図．青見北トレンチ南北壁面のスケッチ．
Fig. 8. Logs of a) north and b) south walls of Aomi-kita trench.
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第 10 図．群列ボーリングに基づく旭町地区の地質断面図（断面 D-D’）．測線位置は第 9a 図に示す．
Fig. 10. Geologic cross-section D-D’ across the inferred trace of the Iriyamase fault based on the arrayed boreholes. For location of 

the section see Fig. 9a.

第 9 図．a）入山瀬断層沿いの変位地形と調査地点（旭町地区群列ボーリング調査）位置図．基図は，富士市発行「1:2,500 富士市
都市計画基本図 VIII-NE03-1（岩本 F-2）および VIII-NE03-3（松岡 E-2）」を使用．推定活断層の分布は中田ほか（2000）
に基づく．b）旭町地区群列ボーリング調査地点の実測平面図．

Fig. 9. a) Map showing topographic features around the Asahi-cho arrayed borehole site (base map: 1:2,500 topographic maps 
published by Fuji City). Trace of inferred active fault is from Nakata et al. (2000). b) Detailed map around the Asahi-cho 
arrayed borehole site.
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第 11 図．a）芝川断層沿いの変位地形と調査地点（芝川町羽行地区トレンチ掘削調査）位置図．基図は，富士宮市発行「富士宮
市都市計画図（A-9）1:2,500 国土基本図 VIII-ME91-2」を使用．活断層およびリニアメントの分布は中田ほか（2000）に
基づく．b）トレンチ掘削地点周辺の実測地形図．c）トレンチ掘削地点を東から撮影．

Fig. 11. a) Map showing topographic features around the Hagyo trench site, Shibakawa-Town (base map: 1:2,500 topographic maps 
published by Fujinomiya City). Traces of active faults and lineament are from Nakata et al. (2000). b) Detailed topographic 
map around the trench site. c) Photograph showing topographic features around the trench site. View is to the west. 
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第 12 図．羽行トレンチ南北壁面のスケッチ．
Fig. 12. Logs of a) north and b) south walls of Hagyo trench. No distinct faults and folds are 

observed in the trench walls although numerous cracks are developed in Unit 5e.


